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【課題】光通信で伝送されてくる光信号の転送経路の選

択を光信号処理のみによって高速に実現しうる光ルーテ

ィング方法，及びその装置であって，該光ルーティング

方法，及びその装置が選択しうる転送経路を，任意に拡

張することが可能な光ルーティング方法，及びその装置

を提供すること。

【解決手段】通信すべき光信号を第１の光信号と第２の

光信号とに分ける第１の工程と，上記第１の光信号をス

ペクトル分布に変換する第２の工程と，上記スペクトル

分布を空間フィルタ群に入射する第３の工程と，上記空

間フィルタ群から出力されたスペクトル分布から制御光

を生成する第４の工程と，上記制御光に基づいて上記光

信号の転送経路を選択する第５の工程とを具備してなる

ことを特徴とする光ルーティング方法及びその装置を提

供する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  光信号で構成され，通信すべきデータを

含むデータ信号と通信すべき転送経路に対応した周波数

成分とを含むヘッダ認識信号とによって構成されるパケ

ット信号の一部を，上記パケット信号から分離させる第

１の工程と，上記一部の光信号を，第１の分散素子によ

って時間軸方向に分散し，更にフーリエ変換光学系に入

射し，上記時間軸方向と直交する周波数方向へのスペク

トル分布に変換する第２の工程と，上記スペクトル分布

10を，転送対象とする特定の上記光信号の上記ヘッダ認識

信号の周波数成分と同一の周波数成分を有するスペクト

ル分布が入射された場合にのみスペクトル分布を出力す

るヘッダ認識フィルタを上記周波数軸方向に複数配置し

た空間フィルタ群に入射する第３の工程と，上記空間フ

ィルタ群から出力されたスペクトル分布を，逆フーリエ

変換光学系によって逆フーリエ変換し，更に第２の分散

素子に入射し，超短パルス光の制御光として出力する第

４の工程と，上記制御光に基づいて，上記第１の工程で

分離された残部の光信号を転送する転送経路を選択する

20第５の工程と，を具備してなることを特徴とする光ルー

ティング方法。

【請求項２】  上記第１，及び第２の分散素子が，回折

格子である請求項１に記載の光ルーティング方法。

【請求項３】  上記フーリエ変換光学系及び逆フーリエ

変換光学系が，円筒レンズである請求項１あるいは２の

いずれかに記載の光ルーティング方法。

【請求項４】  光信号で構成され，通信すべきデータを

含むデータ信号と通信すべき転送経路に対応した周波数

成分とを含むヘッダ認識信号とによって構成されるパケ

30ット信号の転送経路の選択を，光の信号のまま処理する

光ルーティング装置において，上記パケット信号の一部

を，上記パケット信号から分離する分光手段と，上記一

部の光信号を，時間軸方向に分散する第１の分散素子

と，分散された上記一部の光信号をフーリエ変換し，上

記時間軸方向と直交する周波数方向へのスペクトル分布

に変換するフーリエ変換光学系と，上記スペクトル分布

が入射され，転送対象とする特定の上記光信号の上記ヘ

ッダ認識信号の周波数成分と同一の周波数成分を有する

スペクトル分布が入射された場合にのみスペクトル分布

40を出力するヘッダ認識フィルタを上記周波数軸方向に複

数配置した空間フィルタ群と，該空間フィルタ群から出

力されるスペクトル分布を，逆フーリエ変換する逆フー

リエ変換光学系と，逆フーリエ変換された上記スペクト

ル分布を，超短パルス光の制御光として出力する第２の

分散素子と，上記制御光に基づいて，上記第１の工程で

分離された残部の光信号を転送する転送経路を選択する

経路選択手段と，を具備してなることを特徴とする光ル

ーティング装置。

【請求項５】  上記分光手段が，半透明鏡である請求項

50４に記載の光ルーティング装置。

【請求項６】  上記第１，及び第２の分散素子が，回折

格子である請求項４或いは５のいずれかに記載の光ルー

ティング装置。

【請求項７】  上記フーリエ変換光学系及び逆フーリエ

変換光学系が，円筒レンズである請求項４～６のいずれ

かに記載の光ルーティング装置。

【請求項８】  上記経路選択手段が，上記制御光と上記

データ信号との間で形成される四光波混合による自己回

折現象により反応が生じる非線形媒質である請求項４～

10 ７のいずれかに記載の光ルーティング装置。

【請求項９】  上記経路選択手段が，光カー効果或いは

フォトクロミック効果により反応が生じる非線形媒質で

ある請求項４～７のいずれかに記載の光ルーティング装

置。

【請求項１０】  上記経路選択手段が，量子井戸構造の

半導体を用いた光－光制御スイッチである請求項４～７

のいずれかに記載の光ルーティング装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

20 【発明の属する技術分野】本発明は，光信号で構成され

たパケット信号の転送経路の選択を光信号処理のみを用

いて行う光ルーティング方法およびその装置であって，

特に多数の転送経路を選択することが可能なものに関す

る。

【０００２】

【従来の技術】近年，光通信ネットワークにおいては，

インターネットの普及により急激に通信トラフィックが

増加しており，更なる通信の高速化が求められている。

そのため，光通信で伝送されてくる光信号の転送経路の

30 選択を行うルーティングにおいては，伝送されてきたパ

ケット信号に含まれるヘッダ信号を高速に認識し転送経

路を決定するために，光信号を電気信号に変換して信号

処理することなく，光信号を光のままで信号処理をする

光信号処理を行う技術が開発されている。例えば，小西

等の論文，“Ｏｐｔｉｃｓ  Ｌｅｔｔｅｒｓ  ｖｏｌ．

２６，１４４５（２００１）”において時空間変換を適

用した手法が開示されている。また，Ｉ．Ｇｌｅｓｋ，

Ｐ．Ｐｒｕｃｎａｌ，ａｎｄ  Ｋ．Ｉ１  Ｋａｎｇ等の

論文，“Ｏｐｔｉｃｓ  Ｅｘｐｒｅｓｓ，１，１２６

40 （１９９７），或いは北山，和田等の論文“ＩＥＥＥ  

Ｐｈｏｔｏｎ．Ｔｅｃｈｎｏｌ．Ｌｅｔｔｅｒｓ，１

１，１６８９（１９９９）”等において位相シフタを適

用した手法が提案されている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら，上述し

た従来公知の手法に基づいた光ルーティング方法では，

該光ルーティング装置に入射された光信号を光信号処理

のみによって転送経路を選択することを可能としている

ものの，選択することが可能な上記転送経路が，単一若

50 しくは複数であっても限られた数量であるために，実際

( 2 ) 特開２００３－３０４２０１
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の光通信において要求される転送経路（１０
3
以上であ

ることが望ましい）に対応できるものではない。そこ

で，本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり，そ

の目的とするところは，光通信で伝送されてくる光信号

の転送経路の選択を光信号処理のみによって高速に実現

しうる光ルーティング方法，及びその装置であって，該

光ルーティング方法，及びその装置が選択しうる転送経

路を，任意に拡張することが可能な光ルーティング方

法，及びその装置を提供することにある。

10【０００４】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に本発明は，光信号で構成され，通信すべきデータを含

むデータ信号と通信すべき転送経路に対応した周波数成

分とを含むヘッダ認識信号とによって構成されるパケッ

ト信号の一部を，上記パケット信号から分離させる第１

の工程と，上記一部の光信号を，第１の分散素子によっ

て時間軸方向に分散し，更にフーリエ変換光学系に入射

し，上記時間軸方向と直交する周波数方向へのスペクト

ル分布に変換する第２の工程と，上記スペクトル分布

20を，転送対象とする特定の上記光信号の上記ヘッダ認識

信号の周波数成分と同一の周波数成分を有するスペクト

ル分布が入射された場合にのみスペクトル分布を出力す

るヘッダ認識フィルタを上記周波数軸方向に複数配置し

た空間フィルタ群に入射する第３の工程と，上記空間フ

ィルタ群から出力されたスペクトル分布を，逆フーリエ

変換光学系によって逆フーリエ変換し，更に第２の分散

素子に入射し，超短パルス光の制御光として出力する第

４の工程と，上記制御光に基づいて，上記第１の工程で

分離された残部の光信号を転送する転送経路を選択する

30第５の工程とを具備してなることを特徴とする光ルーテ

ィング方法として構成される。このように構成すること

によって，光通信で伝送されてくる光信号を，高速に光

信号処理すると共に，該光ルーティング方法によって選

択される転送経路を，空間垂直方向に複数配置されるヘ

ッダ認識フィルタに応じて任意に拡張することが可能と

なり，実際の光通信において要求される転送経路（１０
3
以上であることが望ましい）に対応できる。また，上

記第１，及び第２の分散素子としては，それぞれ回折格

子を用いることが可能である。更にまた，上記フーリエ

40変換光学系，及び逆フーリエ変換光学系としては，それ

ぞれ円筒レンズを用いることが可能である。

【０００５】また，請求項１に記載の発明に係る各工程

を具備してなることを特徴とする光ルーティング方法を

実現する装置の発明と捉えることによって本発明は，光

信号で構成され，通信すべきデータを含むデータ信号と

通信すべき転送経路に対応した周波数成分とを含むヘッ

ダ認識信号とによって構成されるパケット信号の転送経

路の選択を，光の信号のまま処理する光ルーティング装

置において，上記パケット信号の一部を，上記パケット

50信号から分離する分光手段と，上記一部の光信号を，時

間軸方向に分散する第１の分散素子と，分散された上記

一部の光信号をフーリエ変換し，上記時間軸方向と直交

する周波数方向へのスペクトル分布に変換するフーリエ

変換光学系と，上記スペクトル分布が入射され，転送対

象とする特定の上記光信号の上記ヘッダ認識信号の周波

数成分と同一の周波数成分を有するスペクトル分布が入

射された場合にのみスペクトル分布を出力するヘッダ認

識フィルタを上記周波数軸方向に複数配置した空間フィ

ルタ群と，該空間フィルタ群から出力されるスペクトル

10 分布を，逆フーリエ変換する逆フーリエ変換光学系と，

逆フーリエ変換された上記スペクトル分布を，超短パル

ス光の制御光として出力する第２の分散素子と，上記制

御光に基づいて，上記第１の工程で分離された残部の光

信号を転送する転送経路を選択する経路選択手段とを具

備してなることを特徴とする光ルーティング装置と考え

ることができる。また，上述同様に上記第１，及び第２

の分散素子としては，それぞれ回折格子を用いると良

く，上記フーリエ変換光学系，及び逆フーリエ変換光学

系としては，それぞれ円筒レンズを用いると良い。更に

20 また，上記経路選択手段は，上記制御光と上記データ信

号との間で形成される四光波混合による自己回折現象に

より反応が生じる非線形媒質，或いは光カー効果或いは

フォトクロミック効果により反応が生じる非線形媒質，

更には量子井戸構造の半導体を用いた光－光制御スイッ

チのいずれかとすることによって，上記制御光に基づい

て，上記パケット信号のヘッダ認識信号に対応する転送

経路を選択ことが可能となる。

【０００６】

【発明の実施の形態】以下添付図面を参照しながら，本

30 発明の実施の形態及び実施例について説明し，本発明の

理解に供する。尚，以下の実施の形態及び実施例は，本

発明を具体化した一例であって，本発明の技術的範囲を

限定する性格のものではない。ここに，図１は本発明に

係る光ルーティング方法の処理手順を示すフローチャー

ト，図２は本発明に係る光ルーティング方法を実現する

光ルーティング装置の概略構成図である。

【０００７】先ず，図１を用いて，本発明に係る光ルー

ティング方法の手順の概要を説明する。以下Ｓ１，Ｓ

２，，は処理手順（ステップ）の番号を示す。ここで，

40 図１の手順で処理される光通信で伝送されてくる光信号

は，通信すべきデータを含むデータ信号と，通信すべき

転送経路に対応した周波数成分を含むヘッダ認識信号と

によって構成されたものであって，例えば光信号で構成

されたパケット信号である。本発明の一実施形態に係る

光ルーティング装置Ａに上記光信号が入射されると，先

ずステップＳ１では，上記光信号が，第１の光信号と第

２の光信号とに分離される。（第１の工程）

続いて，ステップＳ２では，上記第１の光信号をが，時

間軸方向に分散され，更には，上記時間軸方向に対して

50 フーリエ変換されることによって，上記時間軸方向に直

( 3 ) 特開２００３－３０４２０１
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交する周波数軸方向へのスペクトル分布に変換される。

（第２の工程）

続いて，ステップＳ３では，上記第１の光信号の上記ス

ペクトル分布を，ある特定の上記光信号の上記ヘッダ認

識信号の周波数成分と同一の周波数成分を有するスペク

トル分布が入射された場合にのみ所定のスペクトル分布

を出力する空間フィルタを上記周波数軸方向に複数配置

した空間フィルタ群に入射することによって，該所定の

スペクトル分布が通信すべき転送経路に対応した上記周

10波数軸方向の所定の位置に出力される。（第３の工程）

続いて，ステップＳ４では，上記空間フィルタ群から出

力された所定のスペクトル分布を持つ光信号が，上記時

間軸方向に対して逆フーリエ変換されると共に，上記時

間軸方向への分散が補償されることによって超短パルス

光よりなる制御光が生成され，該制御光が，上記周波数

軸方向の所定の位置に出力される。（第４の工程）

最後に，ステップＳ５では，上記出力された上記制御光

の上記周波数軸方向の所定の位置に基づいて上記第１の

工程で分離された第２の光信号を転送する転送経路が選

20択される。（第５の工程）

【０００８】以下に，上述した各処理手順の詳細につい

て，図２を用いてＳ１から順に説明する。ここで，図２

に示す通り，本発明に係る光ルーティング装置Ａは，半

透明鏡１（上記分光手段の一例に該当）と，回折格子２

（上記第１の分散素子の一例に該当）と，円筒レンズ３

（上記フーリエ変換光学系の一例に該当）と，ヘッダ認

識フィルタ４ａ～４ｄを上記周波数軸方向に複数配置し

たヘッダ認識フィルタ群４と，円筒レンズ５（上記逆フ

ーリエ変換光学系の一例に該当）と，回折格子６（上記

30第２の分散素子の一例に該当）と，鏡７と，直角プリズ

ム９と，鏡１０と，非線形媒質１１（上記経路選択手段

の一例に該当）とを具備して概略構成される。

（Ｓ１）先ず，光ルーティング装置Ａに入射された超短

パルス光である上記光信号１２が，上記半透明鏡１によ

って，第１の光信号１３と，第２の光信号１４とに分離

される。

（Ｓ２）上記ステップＳ１で分離された上記第１の光信

号１３は，入射される光信号を所定の幅に拡張するため

のエキスパンダ１ａを介して上記回折格子２に入射され

40る。ここで，上記回折格子２は，上記第１の光信号１３

が所定の角度で斜め入射されるように配置されている。

これにより，所定の幅を有する上記第１の光信号１３

は，回折の式に基づく方向に偏光されると共に，上記回

折格子２上での入射位置によって時間的な遅延が生じる

ことになるため，時間軸方向（図中に矢印ｔで示す）に

分散した光波に変換される。続いて，上記光波は，上記

円筒レンズ３に入射される。これにより，上記光波は，

上記時間軸方向に対してフーリエ変換され，上記時間軸

方向に直交する周波数軸方向（図中に矢印λで示す）へ

50のスペクトル分布へと変換される。

（Ｓ３）上記ステップ２で得られた上記スペクトル分布

は，上記ヘッダ認識フィルタ４ａ～４ｄを上記周波数軸

方向に複数配置した上記ヘッダ認識フィルタ群４に入射

される。ここで，上記ヘッダ認識フィルタ４ａ～４ｄ

は，それぞれ，入射される上記スペクトル分布の周波数

成分が，転送対象とする特定の上記光信号の上記ヘッダ

認識信号の周波数成分と同一の周波数成分を有するスペ

クトル分布である場合にのみ，所定のスペクトル分布を

出力するものである。ここで，上記ヘッダ認識フィルタ

10 としては，Ｙ．Ｔ．Ｍａｚｕｒｅｎｋｏ，Ｏｐｔ．Ｓｐ

ｅｃｔｒｏｓｅ．（ＵＳＳＲ）５７，３４３（１９８

４）或いはＲ．Ｎ．Ｔｈｕｒｓｔｏｎ，Ｊ．Ｐ．Ｈｅｒ

ｉｔａｇｅ，Ａ．Ｍ．Ｗｅｉｎｅｒ，ａｎｄ  Ｗ．Ｊ．

Ｔｏｍｌｏｎｓｏｎ，ＩＥＥＥ  Ｊ．Ｑｕａｎｔｕｍ  

Ｅｌｅｃｔｒｏｎ．２２，６８２（１９８６）等におい

て開示されているホログラムを用いることが可能であ

る。ここで，上記ホログラムとは，該ホログラムを生成

する際に用いられた物体光と同一の光信号が再び入射さ

れた場合にのみ，参照光を再生するものであるため，本

20 発明の実施の形態においては，上記物体光が，転送対象

とする特定の上記光信号の上記ヘッダ認識信号のスペク

トル分布であって，上記参照光が，単一超短パルス光の

スペクトル分布である上記ホログラムを予め生成し，上

記ヘッダ認識フィルタとして用いると良い。これによ

り，上記ヘッダ認識フィルタは，該ヘッダ認識フィルタ

に入射される上記第１の光信号１３の上記スペクトル分

布の周波数成分が，該ヘッダ認識フィルタ（ホログラ

ム）を生成する際に用いられた上記転送対象とする特定

の上記光信号の上記ヘッダ認識信号のスペクトル分布と

30 同一である場合にのみ，上記単一超短パルス光のスペク

トル分布を再生することが可能となる。即ち，上記ヘッ

ダ認識フィルタ群４は，該ヘッダ認識フィルタ群４に入

射される上記第１の光信号１３の上記スペクトル分布の

周波数成分に応じて，任意に設定された上記周波数軸方

向の所定の位置に上記単一超短パルス光のスペクトル分

布を再生することが可能となり，上記第２の光信号１４

を転送する転送経路を，上記スペクトル分布が再生され

る上記周波数軸方向の位置に基づいて判断することがで

きる。ここで図２は，上記ヘッダ認識フィルタ群４に入

40 射される上記第１の光信号１３の上記スペクトル分布

が，上記ヘッダ認識フィルタ（ホログラム）４ｂを生成

する際に用いられ，上記転送対象とする特定の上記光信

号の上記ヘッダ認識信号のスペクトル分布と同一である

場合を例示しており，上記ヘッダ認識フィルタ４ｂによ

って再生される上記単一超短パルス光のスペクトル分布

が，任意に設定された上記周波数軸方向の所定の位置に

再生されている。

（Ｓ４）上記ステップ３で任意に設定された上記周波数

軸方向の所定の位置に再生される上記単一超短パルス光

50 のスペクトル分布は，先ず，上記円筒レンズ５に入射さ

( 4 ) 特開２００３－３０４２０１
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れる。即ち，該スペクトル分布は，上記時間軸方向に逆

フーリエ変換される。続いて，上記フーリエ変換された

上記単一超短パルス光のスペクトル分布は，，上記回折

格子６に入射される。即ち，該フーリエ変換された上記

単一超短パルス光のスペクトル分布は，上記時間軸方向

に対する分散を補償され，単一の超短パルス光の制御光

１５として任意に設定された上記周波数軸方向の所定の

位置に出力される。これにより，上記回折格子６から出

力される上記制御光１５は，上記転送対象とする上記第

10１の光信号１３の上記ヘッダ認識信号毎に異なる上記周

波数軸方向の所定の位置に出力されることになるため，

上記光信号１２の転送経路を，上記制御光１５が出力さ

れる上記周波数軸方向の所定の位置に基づいて判断する

ことが可能となる。

（Ｓ５）上記ステップ４で任意に設定された上記周波数

軸方向の所定の位置に出力される上記制御光１５は，上

記非線形媒質１１に入射される。ここで，上記非線形媒

質１１とは，Ｄ．Ｊ．Ｂｉｓｈｏｐ，Ｃ．Ｒ．Ｇｉｌｅ

ｓ，Ｓ．Ｒ．Ｄａｓの論文“Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ  Ａ

20ｍｅｒｉｃａｎｓ，２８４，８８，２００１”，田島等

の論文“Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔｅｒ，６７，３

７０９，１９９５”，高橋の論文“Ａｐｐｌ．Ｐｈｙ

ｓ．Ｌｅｔｔｅｒ，６８，１５３，１９９６”，或いは

吉田等の論文“Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ  Ｌｅｔｔｅｒ

ｓ，Ｖｏｌ３４，９１３，１９９８において開示されて

いるものであって，例えば，上記制御光１５と上記第２

の光信号１４との間で形成される四光波混合による自己

回折現象により反応が生じる非線形媒質，或いは光カー

効果或いはフォトクロミック効果により反応が生じる非

30線形媒質，更には量子井戸構造を用いた超高速半導体ス

イッチングデバイスである。そのため，上記ステップ４

において所定の転送対象とする上記第１の光信号１３の

上記ヘッダ認識信号に対応した上記周波数軸方向の位置

に出力された上記制御光１５と，上記第２の光信号１４

と上記非線形媒質１１に同時入射することによって，該

第２の光信号１４は，上記制御光１５が入射された上記

所定の位置に対応する所定の転送経路（図中ではａ～ｄ

で示す）に対して出力されることとなり，上記第２の光

信号１４を所定の方向に対して抜き出すことができる。

40これにより，上記非線形媒質１１から出力される転送信

号１６は，上記転送対象とする上記第１の光信号１３の

上記ヘッダ認識信号に対応して異なる上記周波数軸方向

の所定の位置に入射される上記制御信号１５に基づい

て，上記第２の光信号１４を転送する転送経路を，正確

に選択することが可能となる。ここで，図２は，上記制

御光１５が転送経路ｂに対応する上記周波数軸方向の所

定の位置に入射した場合を示しており，上記第２の光信

号１４は該周波数軸方向の所定の位置に対応した転送経

路ｂにルーティングされている。また，上記鏡７，三角

50プリズム９，及び鏡１０は，入射される上記第２の光信

号１４と，上記制御光１５とを，上記非線形媒質群１１

に対して同時入射させるために，上記第２の光信号１４

の光路長と上記制御光１５の光路長との光路差を調整す

るための光路差調節光学系の一例である。

【０００９】

【発明の効果】以上説明したように，本発明は，光信号

で構成され，通信すべきデータを含むデータ信号と通信

すべき転送経路に対応した周波数成分とを含むヘッダ認

識信号とによって構成されるパケット信号の一部を，上

10 記パケット信号から分離させる第１の工程と，上記一部

の光信号を，第１の分散素子によって時間軸方向に分散

し，更にフーリエ変換光学系に入射し，上記時間軸方向

と直交する周波数方向へのスペクトル分布に変換する第

２の工程と，上記スペクトル分布を，転送対象とする特

定の上記光信号の上記ヘッダ認識信号の周波数成分と同

一の周波数成分を有するスペクトル分布が入射された場

合にのみスペクトル分布を出力するヘッダ認識フィルタ

を上記周波数軸方向に複数配置した空間フィルタ群に入

射する第３の工程と，上記空間フィルタ群から出力され

20 たスペクトル分布を，逆フーリエ変換光学系によって逆

フーリエ変換し，更に第２の分散素子に入射し，超短パ

ルス光の制御光として出力する第４の工程と，上記制御

光に基づいて，上記第１の工程で分離された残部の光信

号を転送する転送経路を選択する第５の工程とを具備し

てなることを特徴とする光ルーティング方法として構成

される。このように構成することによって，光通信で伝

送されてくる光信号を，高速に光信号処理すると共に，

該光ルーティング方法によって選択される転送経路を，

空間垂直方向に複数配置されるヘッダ認識フィルタに応

30 じて任意に拡張することが可能となり，実際の光通信に

おいて要求される転送経路（１０
3
以上であることが望

ましい）に対応できる。また，上記第１，及び第２の分

散素子としては，それぞれ回折格子を用いることが可能

である。更にまた，上記フーリエ変換光学系，及び逆フ

ーリエ変換光学系としては，それぞれ円筒レンズを用い

ることが可能である。

【００１０】また，請求項１に記載の発明に係る各工程

を具備してなることを特徴とする光ルーティング方法を

実現する装置の発明と捉えることによって本発明は，光

40 信号で構成され，通信すべきデータを含むデータ信号と

通信すべき転送経路に対応した周波数成分とを含むヘッ

ダ認識信号とによって構成されるパケット信号の転送経

路の選択を，光の信号のまま処理する光ルーティング装

置において，上記パケット信号の一部を，上記パケット

信号から分離する分光手段と，上記一部の光信号を，時

間軸方向に分散する第１の分散素子と，分散された上記

一部の光信号をフーリエ変換し，上記時間軸方向と直交

する周波数方向へのスペクトル分布に変換するフーリエ

変換光学系と，上記スペクトル分布が入射され，転送対

50 象とする特定の上記光信号の上記ヘッダ認識信号の周波

( 5 ) 特開２００３－３０４２０１
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数成分と同一の周波数成分を有するスペクトル分布が入

射された場合にのみスペクトル分布を出力するヘッダ認

識フィルタを上記周波数軸方向に複数配置した空間フィ

ルタ群と，該空間フィルタ群から出力されるスペクトル

分布を，逆フーリエ変換する逆フーリエ変換光学系と，

逆フーリエ変換された上記スペクトル分布を，超短パル

ス光の制御光として出力する第２の分散素子と，上記制

御光に基づいて，上記第１の工程で分離された残部の光

信号を転送する転送経路を選択する経路選択手段とを具

10備してなることを特徴とする光ルーティング装置と考え

ることができる。また，上述同様に上記第１，及び第２

の分散素子としては，それぞれ回折格子を用いると良

く，上記フーリエ変換光学系，及び逆フーリエ変換光学

系としては，それぞれ円筒レンズを用いると良い。更に

また，上記経路選択手段は，上記制御光と上記データ信

号との間で形成される四光波混合による自己回折現象に

より反応が生じる非線形媒質，或いは光カー効果或いは

フォトクロミック効果により反応が生じる非線形媒質，

更には量子井戸構造の半導体を用いた光－光制御スイッ

20チのいずれかとすることによって，上記制御光に基づい

て，上記パケット信号のヘッダ認識信号に対応する転送

経路を選択ことが可能となる。

【図面の簡単な説明】

【図１】光ルーティング方法の処理手順を示すフローチ

ャート。

【図２】光ルーティング装置の概略構成図。

【符号の説明】

Ａ    …光ルーティング装置

１    …半透明鏡

２    …回折格子

３    …円筒レンズ

４    …ヘッダ認識フィルタ群

10 ４ａ～ｄ  …ヘッダ認識フィルタ

５    …円筒レンズ

６    …回折格子

７    …鏡

９    …直角プリズム

１０    …鏡

１１    …非線形媒質

１２    …光信号

１３    …第１の光信号

１４    …第２の光信号

20 １５    …制御光

１６    …転送光

Ｓ１，Ｓ２，，…処理手順（ステップ）の番号

【図１】 【図２】

( 6 ) 特開２００３－３０４２０１
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